
鶴
岡
市
の
平
成

年
度

25

に
出
生
し
た
子
ど
も
の
数

が
藤
島
、
羽
黒
、
温
海
で

激
減
し
て
い
ま
す
。

特
に
藤
島
は
前
年
の
70

人
か
ら

人
へ
２
割
も
大

56

き
く
減
り
、
合
併
し
な
い

三
川
町
の

人
を
初
め
て

58

下
回
り
ま
し
た
。

-

歳
の
女
性
人
口

20

39
旧
町
村
の
少
子
化
を
ど

う
考
え
る
か
。

全
国
町
村
会
の
「
町
村

週
報
」
３
月

日
号
に
「
調

17

査
室
レ
ポ
ー
ト

人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
地
域
政

策
を
考
え
る
視
点
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
中
央
公
論

月
号
の
人
口
問
題
研
究

12会
の
論
文
を
参
考
に
、
人

口
の
「
再
生
産
力
」
を
左

右
す
る
「

~

歳
の
女

20
39

性
人
口
」
の
減
少
に
着
目

し
て
い
ま
す
。

調
査
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

同
人
口
が

年
間
で
３
割

10

以
上
減
少
す
る
町
村
は
、

平
成
大
合
併
を
お
こ
な
わ

な
か
っ
た
町
村
は
全
体
の

・
１
％
に
と
ど
ま
る
が
、

38合
併
し
た
町
村
は
過
半
数

が
該
当
し
、
５
割
以
上
減

少
す
る
町
村
も
全
体
の
10

％
を
超
え
て
い
る
と
し
て

い
ま
す
。

そ
の
結
果
、「『
平
成
の

合
併
』
を
通
じ
て
新
自
治

体
の
一
部
と
な
っ
た
旧
町

村
部
に
お
い
て
、
地
域
の

持
続
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ

る
事
態
が
も
た
ら
さ
れ
つ

つ
あ
る
」
と
警
告
し
、「『
平

成
の
合
併
』
が
地
域
に
も

た
ら
し
た
影
響
を
精
査
す

る
必
要
性
が
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
影
響

鶴
岡
市
に
お
い
て
は「
20

~

歳
の
女
性
人
口
」
が

39３
割
以
上
減
少
す
る
地
域

は
温
海
で
す
。

一
方
、
合
併
し
な
い
三

川
町
の
減
少
率
は
わ
ず
か

２
・
５
％
で
、
行
政

力
が
安
定
し
て
い
ま

す
。

合
併
の
評
価
は
、
子
ど

も
の
出
生
数
の
激
減
で
明

確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
は
「
究
極

の
行
革
」
で
あ
り
、
旧
町

村
の
行
政
力
の
縮
小
と
、

市
職
員
の
激
減
、
学
校
統

廃
合
に
よ
る
地
域
の
貧
困

化
が
少
子
化
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

必
要
な
こ
と
は
「
若
い

世
代
」
を
支
え
る
行
政
力

の
強
化
で
す
。
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（月２００円程度）
4月 15人 11,100円
3月 31人 40,100円

地区別子どもの数　（平成26年3月31日） 小学校別生徒数（平成26年4月8日） 中学校生徒数（平成26年4月7日）
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

藤島 男 12 15 13 24 21 19 藤島小 男 25 21 22 24 20 28 藤島中 男 55 56 53
女 15 12 18 10 21 21 女 19 28 23 32 26 21 女 59 50 51

八栄島 男 2 5 2 4 5 4  　 合　　計 114 106 104
女 3 4 4 4 6 5

長沼 男 4 5 4 3 5 5 長沼小 男 3 2 2 2 4 5
女 2 5 2 7 2 3 女 5 1 7 2 7 5

渡前 男 5 4 10 3 7 8 渡前小 男 11 7 15 10 12 14
女 2 6 8 5 6 7 女 17 6 9 4 11 6

東栄 男 7 5 3 5 5 6 東栄小 男 6 9 10 5 12 11
女 4 9 7 5 6 4 女 7 11 11 6 9 10

　 合　　計 56 70 71 70 84 82 　 合　　計 93 85 99 85 101 100
男 30 34 32 39 43 42 男 45 39 49 41 48 58
女 26 36 39 31 41 40 女 48 46 50 44 53 42

※複式学級：国の基準では、２個学年あわせて１年生を含むときは８人以下、それ以外では１６人以下

鶴岡市の地域別子どもの数　（平成26年3月31日）
０歳１歳 ２歳 ３歳４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳

鶴岡
男 343 328 370 373 388 385 412 410 377 409 399 414 453 474 482
女 340 341 361 364 337 341 336 411 387 363 392 405 415 417 402
計 683 669 731 737 725 726 748 821 764 772 791 819 868 891 884

藤島
男 30 34 32 39 43 42 45 42 49 41 48 58 55 56 52
女 26 36 39 31 41 40 48 46 50 44 53 41 59 50 51
計 56 70 71 70 84 82 93 88 99 85 101 99 114 106 103

羽黒
男 20 31 38 34 31 37 34 29 37 38 43 50 32 47 32
女 20 31 36 35 30 34 36 41 33 33 27 45 29 38 48
計 40 62 74 69 61 71 70 70 70 71 70 95 61 85 80

櫛引
男 22 25 31 23 25 25 32 30 28 30 29 42 44 33 44
女 27 23 22 29 22 35 25 30 25 25 27 30 44 24 36
計 49 48 53 52 47 60 57 60 53 55 56 72 88 57 80

朝日
男 12 15 15 8 17 14 16 13 19 12 21 16 16 23 19
女 10 9 14 13 14 13 18 16 12 15 12 13 9 16 24
計 22 24 29 21 31 27 34 29 31 27 33 29 25 39 43

温海
男 18 13 17 20 18 20 24 24 25 30 37 37 27 41 29
女 16 24 28 21 23 25 24 31 24 23 31 20 30 35 38
計 34 37 45 41 41 45 48 55 49 53 68 57 57 76 67

合計
男 445 446 503 497 522 523 563 548 535 560 577 617 627 674 658
女 439 464 500 493 467 488 487 575 531 503 542 554 586 580 599
計 884 910 1003 990 989 1011 1050 1123 1066 1063 1119 1171 1213 1254 1257

三川町の子どもの数　（平成26年3月31日）
０歳１歳 ２歳 ３歳４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳

三川町
男 27 35 28 41 34 40 31 28 42 33 36 41 39 39 42
女 31 27 28 28 31 18 33 38 36 32 32 31 37 34 35
計 58 62 56 69 65 58 64 66 78 65 68 72 76 73 77

20～ 39歳女性人口の減少率

2000年 2010年 減少率 (%)

鶴岡 11,324 9,724 ▲ 14.1%

藤島 1,122 981 ▲ 12.6%

羽黒 874 811 ▲ 7.2%

櫛引 834 666 ▲ 20.1%

朝日 462 388 ▲ 16.0%

温海 878 573 ▲ 34.7%

三川町 730 712 ▲ 2.5%



「
老
後
を
楽
し
む
自
分

に
」、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜

版
６
日
号
『
く
ら
し
彩
々
』

の
精
神
科
医
・
岩
田
俊
さ

ん
の
話
。「
家
族
な
ん
て
期

間
限
定
の
仲
間
」
と
は
驚

い
た
が
、「
地
域
や
社
会
の

い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
に
所

属
す
る
こ
と
で
自
分
と
い

う
人
間
が
形
成
さ
れ
る
」

と
言
う
の
で
少
し
安
心
し

た
。私

は
地
域
で
は
、
退
職

後

歳
で
藤
島
（
現
・
東

64
田
川
文
化
記
念
館
）
郷
土

研
究
サ
ー
ク
ル
、

歳
で

70

駅
前
町
内
会
老
人
ク
ラ
ブ
、

歳
で
六
所
神
社
惣
代
と

78な
り
、
地
域
に
多
く
の
仲

間
が
で
き
存
分
に
楽
し
ん

で
い
る
の
で
、
岩
田
さ
ん

の
言
う
こ
と
は
頷
け
る
。

現
職
中
、
家
は
「
下
宿
」

だ
っ
た
の
で
地
域
と
は
ほ

と
ん
ど
無
縁
だ
っ
た
か
ら
、

今
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
こ
う
も
言
う
。
グ

ル
ー
プ
で
山
に
行
く
。
８

合
目
あ
た
り
で
、「
疲
れ
た

か
ら
こ
こ
で
や
め
よ
う
」

と
い
う
人
が
出
た
と
す
る
。

そ
れ
で
も
少
し
無
理
し
て

山
頂
に
、
眺
望
は
素
晴
ら

し
く
、
や
っ
ぱ
り
来
て
よ

か
っ
た
と
な
る
。
そ
う
す

る
と
、
山
登
り
は
頂
上
に

行
か
な
い
と
意
味
が
な
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
が
危
険
。「
み
ん
な
で

一
緒
に
山
へ
行
く
喜
び
と
、

頂
上
に
到
達
す
る
喜
び
で

は
、
脳
内
で
違
う
物
質
が

分
泌
す
る
」
と
言
い
、
退

職
後
の
生
活
は
、
み
ん
な

と
一
緒
に
歩
い
た
８
合
目

ま
で
の
道
の
り
を
楽
し
め

る
自
分
に
な
る
こ
と
だ

と
言
う
。
老
後
を
楽
し

む
の
は
腹
八
分
で
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

は
配
偶
者
控
除
を
無
く
す

る
か
ら
１
０
３
万
円
を
気

に
し
な
い
で
働
け
と
い
う

事
。

▼
仮
に
母
チ
ャ
ン
が
パ
ー

ト
等
で
１
０
３
万
円
を
超

え
て
働
い
て
も
、
生
命
保

険
控
除
な
ど
で
所
得
税
が

出
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

父
チ
ャ
ン
の
税
金
は

万
38

円
の
５
％
で
１
万
９
千
円

は
必
ず
上
が
る
の
だ
。

▼
つ
い
で
に
母
チ
ャ
ン
の

働
く
時
間
が
長
く
な
っ
て

社
会
保
険
に
入
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
国
と
し
て
は
こ

っ
ち
の
財
政
も
良
く
な
る

と
い
う
事
ヨ
。
国
に
は
両

方
の
ホ
ッ
ペ
タ
が
ア
ッ
タ

カ
ク
な
る
手
拭
い
み
た
い

な
も
の
だ
ぜ
ナ
ー
。

▼
今
ま
で
１
０
３
万
円
が

低
賃
金
の
原
因
だ
か
ら
、

課
税
最
低
限
（
１
０
３
万

円
の
事
）
を
も
っ
と
引
き

上
げ
ろ
と
運
動
し
て
き
た

が
、
要
求
の
裏
を
か
い
て

も
っ
と
働
け
だ
と
ヨ
。
だ

っ
た
ら
先
ず
、
最
低
賃
金

を
時
給
１
０
０
０
円
以
上

に
し
ろ
ッ
テ
ン
ダ
。
働
け

働
け
で
は
ダ
メ
だ
ろ
う
が
。

虎
に
喰
わ
れ
る
よ
う
な
所

へ
行
く
ゾ
。（
苛
性
は
虎
よ

り
も
猛
し
）（
石
川
）

老
後
を
楽
し
む
自
分
に

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

配
偶
者
控
除
無
く
し
働

け
働
け
か

あ
れ
は
何
年
前
に
な
る

の
か
。
満

歳
か
ら
受
け

65

ら
れ
る

万
円
の
老
年
者

50

控
除
が
、
俺
が

歳
に
な

65

る
前
の
年
に
無
く
な
っ
た

か
ら
、
８
年
前
の
事
か
。

▼
今
年
か
ら
老
人
だ
と
楽

し
み
に
し
て
い
た
人
は
、

無
く
な
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
だ
。

も
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の

は
、
ギ
リ
ギ
リ
所
得
税
が

出
な
か
っ
た

歳
の
年
寄

80

り
に
も
５
万
円
の
所
得
税

が
出
た
こ
と
よ
。
こ
ん
な

人
が
多
か
っ
た
の
だ
。

▼
そ
れ
以
降
は
扶
養
控
除

の
額
に
変
更
が
あ
っ
た
も

の
の
、
老
年
者
控
除
み
た

い
に
無
く
な
っ
た
も
の
は

な
か
っ
た
が
、
来
年
辺
り

配
偶
者
控
除
が
消
え
る
模

様
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

▼
消
費
税
を
８
％
に
上
げ

た
ば
か
り
の
こ
の
時
期
、

こ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
ズ

ー
ズ
ー
し
い
首
相
だ
が
、

ナ
カ
ナ
カ
の
中
味
だ
ぜ
。

▼
現
在
１
年
間
の
働
き
が

１
０
３
万
円
を
超
え
る
と

配
偶
者
控
除

万
円
が
受

38

け
ら
れ
な
い
の
だ
。
首
相

0

20

40

60

80

100

120

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

鶴岡市の旧町村と三川町の子どもの数（平成26年3月31日現在）

藤島

羽黒

櫛引

朝日

温海

三川町

人

年齢
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０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

鶴岡市の地域別及び三川町の子どもの数（平成26年3月31日現在）

鶴岡

人

年齢

工
藤

博
司

今
年
は
雪
は
少
い
も
の
の
、
三
月
に

入
っ
て
も
気
温
が
低
く
、
そ
の
た
め
低

い
山
ふ
と
こ
ろ
に
も
ま
だ
残
雪
が
見
ら

れ
ま
す
。

月
山
も
雪
を
厚
く
か
ぶ
り
、
頂
上
稜

線
か
ら
は
じ
ま
る
雪
解
け
に
も
少
々
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

四
月
に
入
っ
て
か
ら
の
月
山
の
白
光

は
見
事
で
、
全
天
青
空
の
日
な
ど
は
、

目
が
開
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ま
ぶ
し
さ

で
す
。「
春
光
」
の
季
語
は
、「
春
の
色
」

「

春

望
」
と
も
い
い
、
冬
を
脱
し
た
太

し
ゆ
ん
ぼ
う

陽
の
か
が
や
き
、
ま
た
そ
の
陽
の
も
と

に
あ
る
景
色
や
風
の
色
な
ど
も
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
庄
内
の
人
々
も
よ
う
や
く
野
に
出
て
、
田
仕
事
、
畑
仕

事
の
準
備
に
か
か
り
ま
す
。
梅
が
咲
き
は
じ
め
、
桜
の
開
花
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
今
年
の
四
月
は
消
費
増
税
が
ら
み
で
春
の
喜
び
も
複
雑
で
す
。

め
で
た
さ
も
中
ぐ
ら
い
以
下
で
し
ょ
う
か
。

（画・加藤貞雄）
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